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「コスト以上の効果が理想的？」
「みんな機嫌良く使ってくれるかな・・・。」

大手企業部長＜52歳＞

●PDMの運用コストが本当にROIを満足させれるか不
安に思っている方へ。FullWEB-PDMなら、きっと納得い
ただけるレベルになります。

●PDMのカスタマイズは意外と高くつくと思っている方
へ。コネクテッド社の実績にもとづく適正な見積りにトラ
イしてみてください。

「無駄な機能が多いんじゃないの？」
「効率よく使えるかな・・・。」

設計技術者＜35歳＞

●検討中PDMの全機能の2割しか必要ないので、価
格も2割だったら購入するのになあと思っている方へ。
ぜひ、FullWEB-PDMの価格で、どこまで実現できる
か検討してください。

●現在運用中のPDMには不安定で使えない機能があるという方へ。FullWEB-
PDMは現場で実績のある厳選した機能で構成されており安定しています。

●PDM製品でドキュメント管理も行いたいが、どうも実ファイル管理が面倒だなと
思っている方。FullWEB-PDMはドキュメント管理システムFullWEBをベースとする
製品ですので、ドキュメント管理も万全です。

●現在運用中のPDMは外国製なので、日本のユーザの声が反映されないのは
仕方がないとあきらめている方へ。FullWEB-PDMは実績のある純国産製品の後
継製品です。日本のユーザの声を真摯に受け止め対応しています。

「FullWEB-PDMが支持されている７つの理由」
１． 稼働実績が多くて安心である
２． 価格がリーズナブル＝回収可能な投資である
３． 購入する前に、無償試用で機能をチェックできて安心
４． 高価なPDMと機能同等（マトリクス、製番管理、ワークフロー等が標準）
５． ２００４年の発売以来継続的なバージョンアップで常に最新環境対応
６． SDK(ソフトウェア開発ツール）を利用し自社カスタマイズが可能
７． 純国産なので、迅速できめ細かな安心のサポート
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「すぐバージョンアップするんじゃないの？」
「互換性の無さにはウンザリ。」
「やっと慣れたのに！また？」

情報システム部＜36歳＞

●純国産なので、あなたの要求をダイレクトに開発陣に伝えることができます。

●現在運用中のPDMの頻繁なバージョンアップへの
追随に疑問のある方、もしくはPDMがバージョンアッ
プがされないために新しいOSを導入できない方。コネ
クテッド社の製品は、最新Windowsに対応したバー
ジョンアップが行われており安心です。

●サンプルが豊富なSDKをオプションで購入すれば
自社カスタマイズができます。すでに、たくさんのユー
ザ様が自社カスタマイズにより、生産管理システム連
携や、全社ポータル連携を実現しています。
さらに、コネクテッド社では自社カスタマイズを支援
するSDK教育も行っております。

<2004><2005><2006><2007><2008><2009><2010><2011><2012><2013><2014><2015><2016><2017>

PDM-ChronoStar
V１．０～１．８

FullWEB
V１．０～V４．１

※最新環境への対応のために定期的にバージョンアップを行う安心な製品です。

FullWEB
PDM
E1

FullWEB
PDM
E1.5

ロードマップ

FullWEB
V５.0

V5.1

FullWEB Enterprise Service

FullWEB Touch

FullWEB
PDM

FullWEB
V6.0

FullWEB
PDM

FullWEB
V7.0

（開発中）
FullWEB

PDM
FullWEB

V8.0



同層に追加コマンド、下層に追加コマンド、検索結果からコピーで簡単構成作成

さまざまな種別のデータごとに採番体系を自在に設定

アイテム新規登録

自動採番体系の作成

検索結果をコピー
貼付操作で構成に追加

属性型に応じた入力方式

文字列型：手入力、リスト選択
数値型 ：数字のみの入力制限
日付型 ：カレンダー入力

4種類の項目型を選択して配置

連番 ：キーごとの追い番を自動生成
キー選択：追い番のキーとなる桁、選択入力となる
手入力 ：キーボードから自由に入力できる桁
固定 ：区切り文字や初期値のまま固定の桁

キー設定は上下の依存関係の有無を選択

上位にある桁の選択状態に応じて下位の選択肢を変
化させる設定が可能(依存関係有の設定)

採番実行画面

キー部分をリストから選択し、[追い番発行]
ボタンを押して番号を確定。発番した番号は
登録アイテムの属性やファイル名に使用

ベース値設定

旧システムから移行する際に既に発番
済みの番号を重複して使用しないように
追い番の開始値がキーごとに設定可能

新規登録手順機能紹介Ⅰ

部品検索結果

アイテム作成コマンド（同層に追加、下層に追加）を使用してBOM上に新規アイテムを追加し階層構造を作成でき
ます。作成したアイテムの属性(品名・材質・仕様など)や構成属性(数量・照合番号・特記事項など)が表示されている
セルにおいては、属性の種類に従ってキーボード入力、リスト選択、カレンダー入力(日付型の場合)が可能です。

追加や削除等の構成に対する操作は元に戻す（UNDO)操作することができるので安心です。

図面番号や品番の採番体系を自在に設定できます。採番体系が設定されると新規登録時のアイテムや登録済み
のアイテムに番号を発番することができます。自動採番体系はキー選択桁・追い番桁・手入力桁(枝番)・固定桁(ハイ
フンなどの区切り文字)からなり、それぞれ位置と桁数を決めることができます。



関連図面
関連資料

完成図面

構成に添付

発番済みアイテムに完成した図面ファイルを割り当て

製造の各段階で発生する種別ごとの採番体系設定

図面割り当て

これらの機能を使用して

完成図面
Windowsフォルダ

BOMの早期公開

構成情報と図面を一元管理

割り当ての有無はアイコンで識別可

割り当てなし 割り当てあり 編集中 承認中 承認済

添付ファイル領域

ひとつの構成要素に複数のファイルを割り当て可能
関連図面
関連資料

先行して発番し属性が設定されたアイテムに対して、完成した図面を後から割り当てることができます。割り当て対
象のアイテムを選択し図面ファイルをWindowsフォルダからドラッグ＆ドロップ操作で追加します。

試作用の仮採番、承認される時点での正式図番、購入品番号、製作品番、サポート番号など設計・製造の各段階
で発生するデータごとに採番体系を設定し使用できます。採番された番号を使用して目的のアイテムを高速に検索
することができます。検索結果から構成を展開(順展開・逆展開)し設計変更時の影響範囲や、保守が必要な部品を
スムーズに探すことができます。

発番と属性登録のみで先行して構成を作成し製品構成の承認を受けたり、下流工程に対して早期にBOMを公開し
購入手配をかけることができます。製造に必要な詳細な情報が記載された個々の図面は製造開始時期に合わせて
後から割り当てることでBOMを完成できます。割り当て状況や承認状況はアイコンを使用してひと目で識別すること
ができます。

構成に関連する図面や技術資料・製作指示などは構成上から直接開くことができます。目的の製品構成から必要
なデータの番号を取得して、その番号を使用して文書・図面管理システムで再度検索を行ってデータを取り出すと
いった手間は不要です。関連する図面・資料が数多くある場合は添付ファイル機能が使用できます。添付されたデー
タも一元管理されており複数の構成に添付された場合でも、元データはひとつで管理されますので維持管理が容易
です。



部品番号・品名などの属性検索で見つけた部品から構成展開

流用元検索＆コピー

流用手順機能紹介Ⅱ

新規部品番号設定

部品番号を変更（自動採番等を利用）し、流用開始

機種c-DLX

部品１

部品２

部品３

機種c-DLX-001

部品１

部品２

部品３

部品４

C-DLX
↓

C-DLX-001

追加

流用

置換

登録済みの図面や品目情報は属性(部品番号・品名・材質など)を使用して検索できます。検索されたアイテムを選
択し、「アイテムをBOMへコピー」コマンドを実行するだけで、流用するためのコピーが完了します。

コピーした構成を、流用場所にペーストし、ペーストしたアイテムの部品番号を書き換えることで、コピー元に影響す
ることなく、構成へ新しい部品の追加ができます。ペーストした下位部品構成は変更前の構成がそのまま引継がれる
ため効率良く流用設計できます。

表示されている部品構成に対して
文字列検索を行うこともできます。



製番（工号）ごとに異なる部品構成を効率良く管理

製番（工号）管理

これらの機能を使用して

シリーズ製品設計・一品受注生産の効率化

マスター構成作成

国内用構成

基になるマスター構成を作成し流用先で製番（工号）管理を設定することにより同一品番のまま製番(工号)別に異
なる構成を作成できます。

コピー貼り付け操作と製番管理機能や構成フィルター機能の組み合わせで、既に設計された製品構成を流用し、
量産製品設計ではマイナーチェンジによるシリーズ展開や、塗装色・材質を変更したバリエーション製品展開が可能
です。また一品受注生産では過去に設計された構成の一部の部品を置換して、すみやかに仕向け別の適用が可能
です。共通部分は一元管理されますので、冗長な情報がなく設計変更も容易に実施できます。

輸出用構成

国内用と輸出用において、コンポーネントの部品番号は両方ともに、
“c-DLX”ですが、製番管理をすることで、子部品として、国内用は、
ST-001をもち、輸出用はST-002を持つことが可能となっています。

仕向けごとに異なる部品構成を効率良く管理

バリエーション設計（カスタマイズ）

基になるマスター構成を作成し流用先で構
成フィルターを設定することにより同一品番の
まま仕向け別に異なる構成を作成できます。

図．構成フィルタ条件設定画面

マスター構成に対して、国内用構成はA欄に
〇印が、輸出用構成はB欄に〇印があるもので

フィルター設定されているために、国内用構成
はST-001が、輸出用構成にはST-002が自動構
成されています。

国内用構成

輸出用構成

ST-002

ST-001

ST-001

ST-002



指定した部品が使用されている製品を逆展開検索

変更影響分析

リビジョン変更

設計変更手順機能紹介Ⅲ

変更部品の改訂番号を自動増加

スナップショット

試作段階の構成や出荷時点の構成を確実に残す

ある時点の構成と図面をロックして保存

逆展開検索機能により指定した部品を使用している中間製品を調査します。さらに最上位まで追跡することで設計
変更対象部品を使用する全製品の調査が可能です。逆展開された内容から設計変更を全面的に適用するか、一部
の製品構成にのみ適用するかを判断できます。

変更影響分析の結果、全製品の構成に対して設計変更適用が可能な場合は、改訂チェクアウトを実行して更新し
ます。改訂番号属性の値は自動で増加しますので、変更点をBOM上で識別できます。現在の製品構成のみに変更
を適用する場合は、新規の番号に置換します。

スナップショットは無制限で残すことがで
きます。さらに、スナップショットは、構成
比較もできますので、過去のバージョン間
の構成の違いや、現在のバージョンとの
構成の違いを容易に抽出することができ
ます。スナップショットを作成すると構成履
歴番号が増加します。

作成

試作から本生産に移行する前の試作構成や、ある時期に出荷された製品構成をその状態のままスナップショットと
して残すことができます。スナップショットされた構成・図面はそれ以降の設計変更の影響はいっさい受けません。ま
たスナップショット自身は編集を受け付けないようにロック状態となります。

構成履歴は無制限



同一部品を使う製品や同一シリーズ
製品を一度に設計変更。（シリーズ
新製品の作成にも便利）

マトリクス部品表機能

これらの機能を使用して

サービス部門での利用

設計変更や流用設計による構成の違いを瞬時に見極め

構成比較

異なる設計箇所を把握し各部門での作業をスムーズに連携

サマリ形式表示：異なる部品のみ抽出表示

構成比較表示：構成の異なる箇所をアイコンと色で識別表示

設計変更や流用設計で生じた構成の違いを表示
します。設計変更前後や仕向け別構成など任意の
ふたつの構成間で比較でき、片方の構成にしか存
在しない部品や同一部品であるが属性が変更され
ている違いを表示します。サマリ形式と構成形式の
2通りの表示方法で示します。

設計変更され異なる部分を構成比較で差分表示し、購入手配が必要な部品や、新規に生産ライン立ち上げる必要
のあるユニット部分を把握することができます。

変更影響分析機能やスナップショット機能は設計変更を管理する以外にサービス部門での保守作業にも活用でき
ます。ある製品の部品を交換する必要が発生した時に、その部品を使用している他の製品を逆展開機能により検索
することができます。またスナップショットで出荷ロットごとの構成を残しておくことにより、交換が必要な部品が発生し
た場合に適用するロットを確実に把握できます。

完全に一致するアイテム

同じアイテムであるが構成属性(数量・照合番号)が異なる

片方の構成にのみ存在するアイテム

再比較：比較リストから部品を選択し続けて比較を行えます。

マトリクス部品表は以下の2種類
の方法で表示できます。

ひとつの部品を選択し、その部品
が含まれる製品をマトリクス（その
部品を使う製品が横軸、構成部品
が縦軸）表示できます。この機能を
使用すれば、その部品を使う製品
を一覧しながら設計変更を行うこと
ができます。

ひとつの製品を選択し、その製品
のシリーズ製品の構成をマトリクス
（シリーズ製品が横軸、その構成部
品が縦軸）で表示できます。この機
能を使用すれば、同一シリーズを
一覧しながら設計変更できます。

新シリーズ追加

部品追加・削除



WEBとMAILを使用し出先からのワークフロー

承認ルートは単純なものから合議や代理を含む複雑なルートまで設定できます。

役職名でルート指定できますので、組織変更にもスムーズに対応できます。

承認操作

開始分表示
担当分表示

日付指定

ワークフロー機能紹介Ⅳ

承認依頼を行うと承認者ならびに代理承認者にMAILが送信されます。送信された承認依頼MAILに記述された
WEBページで承認／差し戻しならびにコメントの入力をします。承認状況一覧では、自己開始分が承認ルートのどこ
まで到達しているのか、もしくは自己担当分はいくつあるか等の確認が行えます。

具体例で承認の流れを説明します。
下図において、依頼者Aは承認依頼を開始しました。開発１課課長と、その代理である課長補佐へ承認依頼が届き
ます。どちらかが、承認画面において担当ボタンを押して担当を表明し、承認を行います。その次には、開発部長、営
業部長、製造部長の３者へ同時に承認依頼が届きます。３者全員が承認すると、次の開発本部長へ承認が届きます。

依頼者A

（合議）
営業部長開発1課課長

開発１課課長補佐

合議承認機能

（合議）
開発部長

（合議）
製造部長

開発本部長



配布用フォーマット文書へ押印し承認者リストを印字

紙図面においての承認状況の確認

承認時押印

これらの機能を使用して

営業部門への図面配布

押印位置設定ファイル（XML形式）で押印や
承認者の印字される位置の設定を行えます。ド
キュメント種類とドキュメントサイズ毎に下記の
３種類を設定します。

① 押印開始位置（上端からの距離、左端か
らの距離）指定
② 承認日と承認者名印字位置（上端からの

距離、左端からの距離）の設定
③ 次の印字を縦方向に行うか横方向に進め

るかの指定

右の図では、CAD表題欄の、調査欄に“森”の
ハンコが、承認欄に“井上”のハンコが押印され
ています。

配布用フォーマット生成

オリジナル文書から配布用フォーマット文書を生成

ドキュメントの登録時にオリジナルドキュメントから、そのドキュメントの配布用（PDF,TIFFフォーマット）ドキュメントを
自動生成しオリジナルドキュメントに関連付けて登録します。利用者や権限に応じて文書を選択して操作します。

変換対象は、マイクロソフトOffice文書、PDF文書、AutoCAD、DocuWorks等です。

A事業部門では、設計部門での承認はデジタルワークフローで行っています。ただし、製造部門に対して、承認済
みの図面や仕様書は紙媒体として配布しています。この配布される文書や図面には本機能により押印や承認者が
印字されているために、この配布物が正式なもので、誰により審査・承認されかを製造部門は把握できています。

設計部門は図面を参照／編集できるアプリケーションを持っていますが、営業部門は持っていません。そのような
環境においても、オリジナルに関連付けられた配布用フォーマットが自動生成されているために営業部門でも閲覧が
可能となっています。

押印部分拡大表示



階層情報と属性情報をCSV形式で出力

構成出力

システム連携機能紹介Ⅴ

出力項目指定

親部品番号

子部品番号

階層番号

出力先指定

出力階層数指定

生産情報構成・属性出力

構成関係と構成属性をExcelから登録

構成入力

構成登録

構成出力として追加される情報

選択した階層以下の階層関係と個々のアイテムの属性、構成属性(数量・照合番号など)をCSV形式で出力できま
す。出力する階層数や出力属性項目は機能実行時に選択できます。出力されたCSVは生産管理システムやプロジェ
クト管理へ情報を渡すために使用できます。

Excel上に作成した構成関係(親部品番号と子部品番号の関係)と構成情報(数量・照合番号など)をボタンひとつで
FullWEB-PDMに登録できます。また構成の個々の要素となるアイテム情報をCSV形式で登録できるツールも標準で
装備します。初期データの移行時や、CAD・他システムから日々出力される情報の登録ツールとして利用できます。

プロジェクト管理をCSV出力しガントチャート生成



FullWEB-PDMのデータベース情報を操作するインターフェイスを装備

インターフェイス

標準システムへのプラグイン開発と独立ステム開発が可能

開発概要

SDK機能紹介Ⅵ

オリジナルメニューの追加

既存メニューの置換

データベース処理 構成の追加・削除

属性編集

構成展開・CSV出力

アイテム検索・置換

オリジナルUIを作成

FullWEB-PDM

（データベース）

標準機能では提供されない貴社独自の機能を開発するためにSDK(Software Development Kit)の利用ができます。
データベースで管理される構成情報への追加・削除や取得、属性編集による他部門情報の追加、承認や状況管理
属性の変更によるステータス変更などが行えるプログラムインターフェイスを装備します。

標準システムの拡張機能をプラグインさせることができます。アイテムの選択状態を取得し、そのアイテムに対して
機能を実行するオリジナルメニューの追加が可能です。また標準のメニューの差し替えを行い、標準処理の前後処
理を追加することができます。これとは別にExcelのマクロなどを利用し直接FullWEB-PDMのデータベースを操作する
こともできます。採番しながら構成を登録するツールや帳票作成機能を開発できます。いずれの形態にしてもWordマ
クロやExcelマクロを記述できる程度のスキルで追加機能開発を行えます。

主な開発言語はVB、VB.NET、C#.NET、VBA、JavaScriptです。

FullWEB-PDM

SDK

FullWEB のUI

Excelマクロを作成

登録/チェックイン

開く/取り出し/
チェックアウト

オリジナルメニュー
作成

標準動作の
追加処理を作成

既存システムからの操作も可



生産管理
(受注システム)

E-BOMとM-BOMとSAPの連携によるグローバル設計生産

Bエンジニアリング事例

導入事例

L社事例

業種 産業機械(プレス機器)

規模 売上高750億

生産形態 受注生産

ユーザ数 300名(推定)

使用CAD AutoCAD

ワークフロー AutoCADからのE-BOMへ登録

E-BOMによる流用設計

E-BOMとM-BOM連携

M-BOMとSAP連携

海外拠点からのE/M-BOMアクセス

FullWEB-PDM

E-BOM

SAP

受注ごとの製番構成をPDMで管理、設計変更内容を生産管理システムへ連携出力

業種 空調、ボイラ

規模 売上高180億

生産形態 受注生産

ユーザ数 100名(推定)

使用CAD MICRO CADAM

ワークフロー メール通知(Notes)

FullWEB-PDM

製番構成管理

製造部門

製作図面

製作部品表

生産管理
(手配システム)

基準構成XX

部品1

部品3

部品2

製番構成XX

部品1

部品3

部品2-1
製番構成

向け先仕様に変更

CADからFullWEB-PDM(E-BOM)へ登録されたCAD図面には配布用フォーマット生成機能によりPDFが生成されま
す。CAD図面とPDFは製品構成に割り当てられ、構成数等を入力後に構成承認が実施されます。構成承認された製
品構成はFullWEB-PDM（M-BOM）へ転送され、さらにSAPと各種マスタ連携します。これらの設計から製造を連携す
るシステムは国内工場だけでなく海外工場からも日々アクセスされ、グローバル設計生産を可能としています。

生産管理システムより発行される受注情報を受信し、受注製番単位で製品構成を管理します。製品構成の設計は
基本設計された製品構成を基にオプション品の追加や仕様変更を行う製番構成管理機能で設計を実施します。完成
した製品構成(初版)は生産管理システムに出力します。設計変更発生時は、前回の設計内容(スナップショット)との
差分より変更連絡書を自動生成し、製品構成の差分を生産管理システムに出力します。構成の履歴管理と、製作品
と購入品を振り分けた帳票の作成も実施できます。

図面サーバ
(MICRO CADAM) 設計部門

製番

製作品

購入品

製作品

受注情報

オプション部品

製作・購入部品表生成

構成履歴(スナップショット)

生産管理システム連携

変更連絡書

資材部門

購入手配表

変更連絡書

購入情報

Notesサーバ

FullWEB-PDM

M-BOM

購買連携

品目マスタ

構成マスタ

WBSマスタ



J社事例

よく行われるカスタマイズ

生産部門への情報出力

一括自動採番による構成登録

販売協力会社とのサービスBOM（交換部品情報、組み立て情報）を共有し、部品メンテナンスの効率化

業種 産業機械(計量・包装機器)

規模 売上高1000億

生産形態 受注生産

ユーザ数 1000名(推定)

使用CAD SolidWorks

ワークフロー 構成承認、通知書作成、

配布連携

部品表・生産指示書の作成

流用時の部品番号変名

基幹PLMから送信される標準製品のBOMをFullWEBが受け取ります。この受領した標準製品のBOMに対して、
出荷日を設定し、交換可能部品のみを抽出しサービスBOM（AWS上に構築）として配信しています。このサービス
BOMには、組み付け図面が添付されており、作業現場ではタブレットから参照し利用しています。設計変更のメンテ
ナンスは標準BOM側で実施し同期しています。

登録されている構成情報・属性情報を抽出し現行の生産システムに合わせたフォーマットでの出力が行えます。出
力時に操作者が出力パターン選択を行うことや、複数種の定形フォーマットを一括生成し生産システムに転送するこ
とが可能です。構成・属性情報の取得はSDK（Software Development Kit)で提供されます。また、拡張した機能の
ユーザメニューをシステムにプラグインできます。

登録されている構成情報・属性情報を利用しExcelで作成した貴社オリジナルのフォーマットに流し込むことで、部品
表や生産指示・手配指示などの帳票が作成できます。Excelのマクロで情報取得処理が記述できますので、貴社で準
備されたシートのセルに情報を書き込むプログラムを作成しオリジナル帳票が完成します。

Excelに記述された部品表(CADで出力された部品表など)を使用して一括で自動採番しながら部品情報・構成情報
を登録する処理プログラムが記述できます。採番体系は部品種別に応じて標準ツールで作成可能です。採番のキー
となる属性値を指定するだけで設定された体系に応じて追い番された部品番号の取得や、新規アイテムを追加する
インターフェイスを備えます。

製品構成の流用コピー時に一定のルールに基づいて部品番号や割り当てられている図面ファイル名が変更される
場合は、その独自の変名ルールを記述して標準のコピー機能に組み込めます。

基幹PLM

FullWEB-PDM

製番・出荷日

組立図面

販売協力会社
出荷した構成の確認

作業現場（タブレット）
組立図面、手順書参照



基本機能

※ 記載の会社および商品名は、各社の商標または登録商標です。

株式会社 コネクテッド

大阪本社 〒532-0003 大阪市淀川区宮原1-1-1 新大阪阪急ビル7F

TEL.06-6392-5700 FAX.06-6392-5701

東京事務所 〒104-0031 東京都中央区京橋2-1-1 第2荒川ビル2F

TEL.03-6262-3490

http://www.connected.co.jp/

●複数BOM（構成、属性）同時表示・編集機能
・参照BOMを複数表示しながら、新規BOMを作成

●BOM作成機能
・BOMエディター上での構成情報手入力
・部品番号指定による流用作成
・EXCELワークシートからの貼り付け作成
・参照BOMからのコピー＆ペースト

●採番機能
・採番ルールの複数定義

●構成への図面割り当て表示機能
・指定された構成へドラッグ＆ドロップで図面ファイル割り当て
・ダブルクリックでCADやAcrobatを起動し図面表示

●スナップショット機能
・指定された時点での製品の構成情報を保存
・ロック機能で最新構成の編集の影響から分離

●マトリクス部品表機能
・指定された部品を使用する製品や兄弟製品をマトリクス表示編集

●製番管理機能
・構成を製番管理することで同じ部品番号で異なる構成が可能

●構成差分表示機能
・指定された二つの構成の差分をビジュアルに表示

●承認機能
・代理承認、合議機能あり。承認者を役割で指定することで組織変更に柔軟対応

●押印機能
・承認済み図面/文書への押印

●配布用フォーマット自動生成機能
・登録されたファイルから、各種配布用フォーマット（PDF,TIFF）自動生成

●ERP/MSプロジェクト連携機能
・製品構成情報のCSVによる受け渡し


